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産業建設常任委員会の概要について 

（報  告） 

 

１．日  時   令和元年１２月４日（水） 

午 後  １時４０分  開 会 

午 後  ２時２０分  閉 会 

 

２．場  所   大会議室 

 

３．出席委員   委 員 長  加 澤   明   副委員長  田 嶋 孝 安 

委  員  澤 口 正 義   委  員  西 村 盛 男 

委  員  山 本 彌 一   委  員  森   三 郎 

議  長  舩 見 亮 悦   副 議 長  太 田 博 之 

 

４．傍聴議員   議  員  小比類巻 孝 幸   議  員  佐々木 卓 也 

         議  員  下 山 光 義   議  員  遠 藤 泰 子 

 

５．事務局職員   局  長  村 井 拓 司   次  長  中 村 容 三 

         係  長  織 笠 信 吾   主  査  川 嶋 貴 彬 

主  事  浪 岡 光 平 

 

６．説 明 員   副 市 長                  米 田 光一郎 

         建設部長                  澤 田   潤 

         都市整備課長                沼 辺 慎 也 

都市整備課課長補佐             馬 場 誠 一 

都市整備課整備係長             佐 藤 八重子 

政策部長                  山 本 剛 志 

政策部参事兼政策調整課長          新 堂 宏 一 

政策調整課副参事兼課長補佐         根 岸 貴 之 

経済部長                  関   敏 徳 

産業観光課長                長 根 正 登 

産業観光課副参事兼課長補佐         吉 田 広 文 

 

７．案  件   （１）三沢市駅周辺整備事業について 

報告事項 

三沢駅東口外壁改修事業について 

 

８．会議概要   別紙のとおり 



- 2 - 

 

加澤委員長：済みません。時間が１０分ほど、遅れましたけれども、全員そろいましたの

で、会議を始めたいと思います。 

 定足数に達しておりますので、会議は成立いたします。 

 ただいまから、産業建設常任委員会を開会いたします。 

 本日の案件は、三沢駅周辺整備事業についての１件でございますが、本件を調査した

後、報告事項として、三沢駅東口外壁改修事業についての報告をいただく予定になってお

りますので御了承願います。 

 それでは、案件の調査に入ります。 

 三沢市の陸の玄関口である三沢駅につきましては、三沢駅前プラザ「みーくる」を初

め、整備が進んでおり、新施設の通路やトイレといった一部機能の供用が始まるなど、そ

の新しい姿が見えてきております。 

 一方で、新聞報道等もありましたが、誘致を目指していたコンビニの出店が困難とな

り、出店事業予定地に駐車場を整備することに計画を変更したという状況にあるとのこと

です。 

 そこで、駅周辺事業整備のこれまでの経緯と変更後の事業概要並びに今後の見通しにつ

いて調査したいと思います。 

 それでは、市当局の説明を願います。 

 都市整備課長。 

沼辺都市整備課長：それでは、案件の三沢駅前広場整備事業について御説明いたします。 

 本日は、駅前交流プラザの北側コンビニエンスストア用地の整備計画に変更がございま

したので、その概要につきまして御説明したいと思います。 

 まず、当初計画から順に御説明する必要がございますので、事業担当課である政策調整

課から御説明いたします。 

新堂政策部参事兼政策調整課長：それでは、政策調整課から御説明いたします。 

 まず、三沢駅西口における整備状況から御説明いたします。まずは表紙に載せてありま

す建物、三沢駅前交流プラザ「みーくる」ですが、ほぼ完成した状態で、先月１１月１１

日に階段やエレベーター、トイレ等、使用可能な部分を一部供用開始したところです。ま

た、建物外の前面道路やバスロータリー部分については、写真でもおわかりのとおり、現

在も工事中です。来年４月のオープンを目指して、鋭利努力し、工事を進めているところ

です。 

 それでは、本日は駅前交流プラザ「みーくる」北側、写真でいいますと、写真の左側と

なりますが、計画していたコンビニエンスストアの出店が見合わされたということによ

り、コンビニ側の駐車場の形態に変更が生じましたことから、まずはこれまでの経緯と今

後の方針について御説明いたします。 

 それでは、お手元の資料、表紙をめくっていただいて１ページ目です。 

 駅前西口における全体計画図面をごらんください。初めに、位置関係を確認したいと思

います。図面真ん中、左右に通っている道路が県道三沢十和田線です。真ん中のＴ字路交

差点の上方が三沢商業高校方面で、下方が五中方面、東口となります。そして、図面右
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側、青い線で囲まれている部分がコンビニエンスストアが出展予定していた場所となりま

す。 

 次のページ、少し拡大した図面となります。そちらをごらんください。 

 青く囲っている部分がコンビニ予定地と、その駐車場部分です。コンビニと交流プラザ

は廊下でつなぐということにしておりました。この青線部分の用地は、三沢市が所有する

もので、コンビニエンスストアの建設と駐車場整備の費用は出店するコンビニエンススト

ア側が支出するということにしておりました。よって、この部分における整備費用につい

ては、市では当初から見込んでおらず、今後の工事については、今回の議会にて補正予算

を計上しているところです。 

 それでは、これまでの経緯を御説明いたしますので、４ページをお開きください。 

 コンビニ出店の希望については、平成２６年１０月から出店の打診をしており、平成２

８年に１社から出展希望があったものの、平成３０年１０月には採算がとれず、出店は難

しいとの回答を受けたところです。出店困難な理由としては、４ページ下段示しておりま

すが、①駅利用者の半数が学生であり、売り上げが見込めない。②早朝から従事してくれ

る人がいない。いわゆる人手不足とのことでした。また、社会情勢としても、平成２６年

から平成３０年にかけ、セブンイレブンが青森県に出店、サークルＫサンクス、ファミ

リーマートと合併、統一があり、コンビニ業界にもめまぐるしい変化があったほか、加え

て駅周辺に橋がかかるなど、車両の流れも変わったことも影響したようです。このような

ことから、現時点ではコンビニエンスストアの出店が望めないとの判断を下し、通り抜け

方式の駐車場へと設計を変更したいものです。変更後の図面案を載せてあります。前後し

ますが、３ページをお開きください。 

 コンビニ建設予定地のところを駐車場とし、通り抜けができるように駐車場を変更して

おります。ただし、今後５年後、１０年後、社会情勢の変化により、再度コンビニを建設

したいとの申し出があったときには対応できますように、工作物を立てるのではなく、駐

車場としてスペースを確保しておくものです。完成後は駐車場を無料として開放するた

め、駅そばを食べたいというときには、こちらを利用していただけるよう、設計を組んで

おります。 

 次に、５ページをお開きください。 

 しかしながら、コンビニがないと実際には寂しさが募るとともに、利便性も劣りますの

で、現在は交流プラザ内に何とか売店を設けることができないかと模索中で、商工会にも

応援をいただきながら、売店出店の募集を呼びかけているところです。場所は交流プラザ

内の１階、右側上部に赤く囲っている部分となります。ちなみに、その向かい右下の部分

には駅そばが入る予定となっております。また、これと並行しまして、出店者が誰もいな

い場合を想定し、現在はちょっとこちらになりますけれども、コンビニ自販機というもの

も検討しております。さらには、人手不足ということも考慮しまして、無人販売というも

のも最近は出てきておりますので、今後もにぎわいの出る駅舎に向けて、コンビニ各社と

連絡を取り合い、これからも交渉していきたいと考えております。 

 以上が、コンビニエンスストアにかかる経緯及び今後の方針となります。 

 次に、工事部分について都市整備課から御説明いたします。 
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沼辺都市整備課長：駐車場の工事内容についてと、今議会に５,９８４万円の増額補正を

計上いたしましたので、そちらも御説明いたします。 

 資料３ページをごらんください。 

 駐車場整備面積は７５０平米、舗装面積７３８平米、駐車場台数９台、外灯５基を整備

する計画となっております。工事金額は３,５５３万円を予定しております。 

 次に、資料６ページをごらんください。 

 バスシェルターの基礎工におきまして、図面右側断面図のとおり、バスシェルターの支

柱１本当たり４本の鋼管杭の施行が必要となったことから、２,４３１万円の増額となり

ました。原因といたしましては、施行場所が鉄道用地台であることから、バスシェルター

の施行箇所でのボーリング調査の許可が鉄道管理者から下りなかったため、隣接地での

ボーリング調査３箇所の結果から地質を想定し、基礎工を決定しておりましたが、バス

シェルターの施行箇所が軟弱地盤であったため、請負契約後にボーリング調査を追加実施

した結果、基礎杭が必要となったものであります。基礎杭は直径１９０ミリの鋼管杭で、

９６本を施工いたします。 

 そのほか、複合施設建築工事においても、請負業者が決まってからでないと詳細な協議

を鉄道管理者の青い森鉄道と実施できないため、工事契約後に起動計測器の設置並びに工

事管理者の配置を必要とする工種の追加の指示がありました。 

 また、建築確認申請において、工事の入札と同時進行で行っておりましたが、工事契約

後に建築主事から建築基準法及び消防法の規定により、排煙窓への変更及び防炎垂れ壁の

追加などがあり、これらをあわせまして１,９３５万１,２００円の増額となりました。 

 こちらは、議会の議決をいただいて本契約をした工事ですが、変更金額が２割以内で軽

微な変更となりますので、地方自治法第１８０条の規定により専決処分したものでありま

す。 

 以上、大きな変更要因を御説明いたしましたが、そのほか実施中の工事における入札残

及び軽微な変更等あわせまして補正金額が５,９８４万円となったものです。 

 説明は以上です。 

加澤委員長：ただいまの説明に対して、委員の皆様から御意見、御質問等ございません

か。 

 森委員。 

森委員：わからないのだけれども、この西側の現在整備した部分の駐車台数とは、さっき

の９台を入れて、全部でどのくらいになるのですか。 

加澤委員長：政策部参事兼政策調整課長。 

新堂政策部参事兼政策調整課長：まず、図面、ちょっと１ページをお開きください。 

 西側のこちらの全体図面になりまして、交通ターミナル側、そちらはバスとタクシーに

特化した形で、まずは公共のバスロータリーとなります。そして、一般の車両が駐車する

部分は、図面の３ページ、いわゆるコンビニが建つ予定地のほうで、駐車台数が９台。内

１台が身障者用となっております。こちらが通常の一般の方が止める駐車となります。あ

とは、従来どおり東側のほうには有料ですけれども、駐車を設けているというところにな

ります。 
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 以上です。 

加澤委員長：森委員。 

森委員：トータルで向こう側整備したの、駐車場台数は９台だけだという。それ以外に   

の部分まで、古牧温泉に近いほうの、こっちのほうも整備する予定ではなかった。ちょっ

と教えてください。 

加澤委員長：政策部参事兼政策調整課長。 

新堂政策部参事兼政策調整課長：当初、いわゆる青森屋さん側なのですけれども、そちら

には駐車帯を当初から設けていなくて、図面１でいう左側の、ちょっと白抜きのところな

のですが、そちら青い森鉄道さん、１ページの左側、色塗りされていないところは、いわ

ゆる青い森鉄道の従業員の駐車場ということになっていまして、当初から一般の方の駐車

はコンビニ側ということになっております。 

加澤委員長：ほかにございませんか。 

 山本委員。 

山本委員：この駅整備については、利用者の利便を図るとともに、どちらかというとバス

で通学、学校へ通うといいますか、市内もあるのだけれども、それらの利便性を図ろうと

いうのが、私は狙いだったのではないかな。そこで、現在、来年、供用開始なのだけれど

も、生徒がどのぐらい、あの駅に、バスだとか降りる人が、見積もって、前も聞いたのか

もわからないけれども、今、再度、どのぐらいの人数が、あの駅、バスも含めて利用なっ

ているのか。まず、ここから説明願いたい。 

加澤委員長：政策部参事兼政策調整課長。 

新堂政策部参事兼政策調整課長：バスの人数については、ちょっと生徒さんのところ正確

には把握していないのですけれども、まず駅舎を利用する方が１日に大体、一般の人も含

めて２,５００人から２,６００人というところです。その内、少なくとも半数は高校生と

か、いわゆる中学生とか、駅舎を通ったりして通っているというところで、おおむね１日

当たり１,２００人、１，３００人というところの利用率になっております。 

加澤委員長：山本委員。 

山本委員：わかりました。 

 問題は、このコンビニ云々は人手不足云々もあって、残念でならないけれども。何か駅

には、やはり何かそこでそれなりのものが売っていれば、我々もいろいろなところ行く

と、食べたくなって買うのだよね。値段云々ではなくて、もう都合。それがなくなって残

念なのだけれども。 

 その生徒、あるいは駅を利用する方々だけではなくて、もっと利用、人数はわかりまし

たけれども、利用している。それ以上に、もっと機能を高めるとか、駅の。この際、新し

くなるので。誰かが前言ったことがあるのだけれども、今、新幹線等の切符買うのに、今

の駅では買えないのだよね。どうしているかというと、みんな、七戸の駅、それから八戸

しか今、切符云々。その利便性というの大変、前と違って不便になっているので、それら

の機能を高めるとか、何か、もっとこれだけの整備ではなくて、内面的な、人、利用率と

いいますか、駅来てもらう。こうしたものは、今、何かこうやっていこうとかっていうの

は執行部内で御議論なっているのか。そうなっていれば、どういう内容なのか。ちょっと
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伺いたいのだけれども。 

加澤委員長：答えられますか。 

 政策部副参事兼政策調整課課長補佐。 

根岸政策調整課副参事兼課長補佐：ＪＲの新幹線の切符につきましては、こちらからも青

い森鉄道には何とかＪＲの切符などを買えるようにできないのかということは、以前も打

診しているのですけれども。どうしてもＪＲのシステムを青い森鉄道に持ってくるという

ことが高額な費用がかかるであったり、あとＪＲの独自のシステムなので、それで導入で

きないということは、ちょっと青い森鉄道からは言われておりました。 

 また、今の交流プラザに関しましては、基本構想にあったように、今までの駅の機能を

全部集約するということを掲げてやっておりまして、バスの利用者であったり、あとは鉄

道もそうですし、あと駅そばの利用者の方も、あそこの交流プラザに一堂に会するという

ような、集まった形になるので、にぎわいというのは出てくるのではないかなというの

は、ちょっと考えております。 

 また、２階のほうではイベント等ができるような形で、開放的な空間にもなりますの

で、そういったさまざまなものを考えながら運用していきたいとは考えております。 

加澤委員長：山本委員。 

山本委員：考えているということなのだけれども、問題は執行部側の取り組みといいます

か、聞いてると青い森鉄道、そこがお金もかかるし、ＪＲの関係が。そこで終わってしま

うような。今、執行部も、せっかく新しくしても、コンビニが来ない、何もだめという。

そういう状況の中で、より、せっかく１０億ですか、もう忘れてしまったけれども。その

ぐらいの大きな投資をしてる状況から考えて、営業的な、経営的なことをやはり考えてい

かないと、そのままの初めの機能で終わってしまう恐れが、私は感じるのだけれども。 

 であればどうするのか。それは難しいところ。そこを深く、皆さん、高学歴者の持ち主

なので、我々と違って。どうすればいいか。私は、青い森鉄道が悪ければ、ＪＲなのだよ

ね。得するのはＪＲ。サービスの面から見て。ＪＲだってサービス向上を、三沢も幾らか

は予算化をして、あるいは県にもお願いするとか、そうすると青い森鉄道の経営にも結び

つける、総合的な、視点からＪＲに説得してくれと。やはり、我が三沢駅ですから、青い

森鉄道云々もあるのだけれども。市のそうした活性化に向けたにぎわいというのか、あの

駅を中心とした。それら、そこでだめだでは、そこで終わってしまうのだよね。前例主義

ですから。青い森鉄道にお願いしたらだめだった。それではもう進歩ないということにな

るので、今一度、そうした大きな発想のもとに、ＪＲをくどく。まず、我が三沢市が交渉

して、そして青い森鉄道にも幾らかだとか。こうやっていくのが営業活動なのだ。 

 これは役所といえども、一つの投資した施設に向けて、もっと利用する。そうすると、

人が利用することになると、何かしら三沢の繁栄につながっていく。これからは大きなこ

とはできない。少子高齢化の時代の中で、小さくなっていく中で、利便性を図って、何と

かよその駅とはまた違うという、そうした方向性に行ってもらわないと、だんだん、ただ

新しいだけで終わってしまう。せっかくの投資しているので、この辺の将来像について、

市長に尋ねたけれども、副市長がその代理ですから、副市長から大きなこと。 

加澤委員長：副市長。 
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米田副市長：ＪＲの切符を例にとって活用方法に、全般についてお尋ねがございました

が、この施設については、先ほど説明ございましたが、駅を利用する人、さらにはバスの

利用者、十和田方面に通っている、十和田方面から三沢高校、三沢商業に来る人たち。そ

の人たちが滞留できるように、学習の場等も設けております。２階にもいろいろなイベン

トできるスペースがありますので、町内の方々、近傍の方々にもいろいろな形で利用して

もらって、人が集まるような施設に成長させていきたいと考えております。 

 ＪＲの切符の件については、非常に気になっております。青い森鉄道を使って、三沢八

戸に行く人数がすごい多いです。その人たちの一部でも、さらにＪＲで乗り継いで行く人

もいますし。ＪＲ、新幹線利用するためには、どうしても八戸まで行くわけですから、こ

こで旅ショップですか、あそこで買えれば１番いいと。 

 今まではＪＲのほうも非常にハードルの高い投資額を提示されて断念しておりました

が、やはり三沢市でも買えたほうがいいということで、何かの形で、例えば市長会である

とか、そういう会合、あと交通政策全般についての協議の場もありますので、そういうと

ころで提示しながら、糸口を見つけていきたい。そのように考えております。 

 以上でございます。 

加澤委員長：山本委員。 

山本委員：今、副市長から積極的な、そういう気持ちが、いろいろな職員のアイディア。

あるいは交渉力といいますか。きちんとＪＲ等に交渉すれば、向こうもメリットあるんだ

という、積極的に。地元も頑張る。県民も頑張ってもらう。ここのところが、投資額が。

ＪＲもっともつかとか、なってくるのだよね。だから、その辺、前向きな考えで進めよう

としてるのはわかりましたので、これを忘れずに、宝としてね。 

 やはり何といっても、まちづくりは私の持論なのだけれども。考え方、この土地をどう

有効活用するのか。減反云々、国の政策で田んぼ、あるいは農家の後継者がなくなってい

る状況。空いていますよ。そのように、どう利用率を図るのか。いま一つは……今でもや

はり政治教育。その歴史が生きている。そうすると教育なのだよね。いま一つは個性。三

沢市はやはり基地があって、外国人、これをどう政策に、教育、あるいは経済、観光に。

政策はそれに集中して。国からのあれもあるけれども、とはいえ、三沢の個性を政策に繁

栄。どうも今、やってるやってると言うけれども、今一度、足りないような、この時代が

少子高齢化、令和の時代。各地の行政のアイディアの勝負なのだよね。それを大いに期待

して、何とか。 

 今、我々も高齢になると夫婦で旅行する。そうすると割引きがあるのだよね。何月は乗

り放題だとか。そうすると、それらの手続きがここではだめなのです。三沢の観光何と

かってつくってくる。それは八戸だとか、そっちへ行かないと無理ですよ。そういう不便

さを。意外と高齢者、みんなで政策、老後の生活を豊かにしようとやっているけれども、

お金は、何か新聞発表見れば、財産、その高齢者が持っている財産というのは二千何ぼだ

か。この間のニュースで見た。それだけ財産なるお金を持っている。だから、それらを踏

まえて、利便性図れば、より、この新しくなる駅舎の機能っていうのは、利用者も高まっ

て、それがお金に結びつけば最高だと思って、私はいるので。まず、その辺を踏まえて、

今後の駅の企画、これを高めていただく。これ、要望で。 
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加澤委員長：ほかにございませんか。 

 それでは、ないようなので、この案件についてまとめたいと思います。 

 委員の方々から心配の声も聞かれました。ここ建てて終わるということではなくて、副

市長のほうからも成長させたいという言葉がありました。今後もやはり、利用者の利便性

の向上、周辺住民のにぎわいを考えていく上では、ここでただ建てるということではなく

て、委員の方々からもいろいろな意見出ましたので、それを踏まえて、さらに前に進んで

いくような成長あるものにしていっていただきたいと思います。 

 続きまして、報告事項の三沢駅東口外壁改修事業について、市当局からの報告をお願い

いたします。 

 都市整備課長。 

沼辺都市整備課長：それでは、私から報告いたします。 

 三沢駅東口及び自由通路は、昭和６２年に整備され、これまで平成２０年度に１０通路

部の外壁、屋根の改修など、部分的な補修等を実施してまいりましたが、経年劣化による

老朽化が進んでいたことから、改修工事を実施し、利用者の安全性及び利便性の向上を図

ることとし、今年度工事発注し、来年度完成として計画しておりましたが、今年度の工事

発注を見送ることとしたので御報告いたします。 

 これまでの経緯といたしましては、平成３０年９月三沢駅東口トイレの天井において、

雨漏りが確認されました。 

 お手元の資料１をごらんください。 

 天上仕上げ材を剥がして調査したところ、外壁等の劣化部分から水の浸入が数カ所確認

され、少しでも早い対応が必要との判断から、平成３０年度１２月補正にて、実施設計表

を計上し、年度内に実施設計業務を完了いたしました。工事費につきましては、実施設計

業務で算定されましたので、令和元年６月補正にて工事費を計上させていただきました。

工事費は鉄道近接工事となるため、鉄道管理者との協議があり、工事の期間が長期化され

ることが予想されるため、令和元年度から令和２年度までの債務負担行為での工事とし、

今年度１,２２９万８,０００円、来年度７,０９２万８,０００円の合計８,３２２万６,０

００円を予算計上したものであります。 

 次に、工事内容について御説明いたします。 

 資料の２をごらんください。 

 外壁張替、時計と屋根の葺き替え、自由通路、屋根と外壁の塗り替え等を実施する計画

といたしております。本事業は、防衛省の再編関連訓練移転等交付金で実施することと

し、令和元年７月から入札に向け、東北防衛局への交付申請等、準備を進め、９月下旬に

入札会を実施いたしました。 

 なお、工事場所が鉄道用地に近接しているため、鉄道管理者である青い森鉄道株式会社

から施行条件として、工事請負業者は東日本旅客鉄道に登録されている業者でなければな

らず、三沢市の登録業者においては、入札参加資格がある業者は市外の９社となってお

り、三沢市内の業者を含む特定建設工事共同企業体を構成しての入札会となりました。 

 その結果、１企業体からの入札がありましたが、不調となったものであります。不調の

要因を確認するため、入札業者から参考見積もりを徴収し、比較した結果、工事費の価格
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差が大きいことが判明いたしました。内容といたしましては、間接費で計上すべき法定福

利費を直接工事費に計上し、その直接工事費で間接費を計算していたこと、鉄道に関する

工事従事者日数を三沢市の示す設計条件日数以上に計上していたこと、また外壁部材等の

見積もり単価の価格差が大きいことがあげられます。 

 これらを踏まえて、再入札に向け、市の設計内容及び見積もり内容の精査をし、改めて

工事業者へ内容の説明を行い、参考見積を徴収した結果、法定福利費の直接工事費の計上

と工事従事者の日数に関しましては解決いたしましたが、外壁部材等の見積もりにまだ大

きな価格差が残っております。 

 工事の発注にはさらなる精査等、調査の時間が必要で、仮に年内に工事請負契約ができ

たとしても、防衛省補助の関係上、年度内でのテキガタの確保が必要でありますが、鉄道

近接工事であることから、それらを考慮すると困難であることから、今年度の実施を見送

ることといたしました。 

 今後は来年度の早い時期での実施に向けて、引き続き設計内容及び見積もり単価の相違

についての精査を進め、実施に向け、各方面と調整していきたいと考えております。 

 なお、今年度の予算につきましては、２月議会にて減額補正いたします。 

 以上でございます。 

加澤委員長：ただいまの報告に対して、委員の皆様から御意見等ございますか。 

 山本委員。 

山本委員：今、御報告受けましたけれども、問題は東側と西側を結ぶ通路ですか。これ、

何か今の説明、劣化が激しいのだと。だけれども、工事が見送るような説明、報告だった

と私今記憶しているのだけれども。問題、劣化が激しいという言葉を使いながら、予算と

か何かの都合なのか見送るということ。大丈夫なのですかって、私は素人なので。そうい

うふうな劣化やって、万が一事故になれば市の責任になると私は理解するのだけれども。

その辺は余裕をもって、前々、劣化が激しいのだからやるということだったのか。まだ大

丈夫なのに、劣化が激しいからやらなくてはいけない。その辺の判断、これどうなってい

るのか。どうやって劣化が激しいからやらなくてはいけないのだけれども、まだ大丈夫だ

から伸ばすのか。予算の関係か、何かだと思う。その辺、もうちょっと詳しく内容を教え

てくれれば。 

 我々も、皆さんも同じだけれども、事故起きれば、もう役所が悪い、議会が悪いってな

る。そのとおりだと思う。そのための、我々、市民の福祉向上という観点から言えば。こ

の辺、もうちょっと詳しい説明いただければと思います。 

加澤委員長：都市整備課長。 

沼辺都市整備課長：ただいまの御質問についてお答えいたします。 

 市のほうで雨漏りを確認しまして、その後に実施設計費を計上させて、それで実施設計

実施いたしました。その段階で、設計業者さん、１級建築士等の免許をもっている方々

が、目視で駅等の劣化の状態を確認しております。その結果、今すぐ事故が起きるとか、

そういう状態ではないと。目視の調査ではなっておりますが、確かに写真のとおりこの状

態になっていることから、少しでも早い改修が必要ということで今回このような形で予算

計上させていただいたのですが、どうしても入札に応じていただける状況ではなかったも
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のですから、やむなく、今年度については見送りますが、来年度早々に実施するよう調整

してまいりたいと考えております。 

 以上です。 

山本委員：大丈夫だと認識していいわけだね。そのぐらい伸ばしても。 

沼辺都市整備課長：目視での調査では、そのようになっております。 

 以上です。 

加澤委員長：よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

 ないようですので、報告事項について終わります。 

 今、委員のほうからも意見がありましたけれども、利用者の安全というのを第一優先な

ので、その辺は重々気をつけながら、速やかに行えるように期待いたします。 

 以上で、本日の案件は全て終了いたしました。 

 なお、この所管事務調査については、今定例会の委員長報告をすることになりますが、

この内容について、正副委員長に御一任いただきたいと思いますが、よろしいでしょう

か。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：それでは、そのようにさせていただきます。 

 これで、産業建設常任委員会を閉会いたします。 

 ありがとうございました。 

 

午後 ２時２０分 閉会 

 

以上 

委員長 加 澤   明 


